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2 .  平 和 金 筬 製 作 所 に つ い て  

 

道路沿いからみえる「 平和金筬製作所 」 の看板  

 

今 治 市 蔵 敷 町 に あ る 平 和 金 筬 製 作 所 は 、 蔵 敷 唐 子 台 線 に つ な が る

道 路 沿 い に 面 し て い る 。 今 治 城 に 近 い こ の 周 辺 は 、 か つ て 武 家 屋 敷

が 多 く あ っ た 場 所 で あ り 、 明 治 期 に 入 る と 今 治 の 綿 織 物 業 を 牽 引 し

た （ 株 ） 興 業 舎   や 阿 部 （ 株 ）   が 設 立 さ れ 、 早 く か ら 近 代 化

が 進 ん だ 。 と は 言 う も の の 、 平 和 金 筬 製 作 所 が 自 宅 兼 作 業 場 を 構 え

た 1 9 6 0 年 頃 は 、落 花 生 畑 が 広 が る 畑 作 地 帯 だ っ た 。そ の 後 、J R 今

治 駅 か ら 徒 歩 1 0 分 程 度 の 蔵 敷 町 は 市 街 地 と し て 整 備 さ れ 、 現 在 は

人 や 自 動 車 が 頻 繁 に 行 き 交 う た め 、「 平 和 金 筬 製 作 所 」の 看 板 は 多 く

の 人 の 目 に 止 ま り や す い 。通 り す が り の 人 が 、「 こ こ は 何 を つ く る と

こ ろ ？ 」 と 尋 ね て く る こ と も し ば し ば あ る 。  

 

 

道 路 沿 い に 面 し た 平 和 金 筬 製 作 所  

ilis
ノート注釈
1886年に柳瀬義富によって創業された綿ネルを製造するメーカーであり、今治の綿織物業の発展に大きな貢献を果たした。

ilis
ノート注釈
1896年に阿部平助らによって設立された、今治では初のタオルメーカー。詳細は「タオルびと」2014年8月号〜11月号を参照。
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平 和 金 筬 製 作 所 は 、豊 田 洋 子 氏 の 父 親・兼 光 氏 に よ っ て 1 9 5 9 年

に 創 業 さ れ た が 、 こ れ 以 前 に 兼 光 氏 は 実 兄 の 秋 信 氏 と と も に 豊 田 金

筬 製 作 所 を 創 業 し 、 そ こ で 筬 職 人 と し て キ ャ リ ア を 積 ん で い た 。 豊

田 金 筬 製 作 所 時 代 は 、 秋 信 氏 が お も に 外 部 と の 交 渉 を 担 当 し 、 兼 光

氏 が 筬 を 製 作 し た 。 独 立 し て 平 和 金 筬 製 作 所 を 創 業 す る と き に は 光

子 氏 と 結 婚 し て お り 、 光 子 氏 も 即 戦 力 と し て 事 業 に 携 わ っ た 。  

兼 光 氏 は 、 1 97 0 年 に 大 阪 市 の 亀 田 鉄 工 所   か ら 新 し い 金 筬 編

筬 機 を 購 入 し た 。 こ れ は 、 シ ャ ト ル 織 機 用 筬 の 生 産 の 合 理 化 を 図 る

た め で あ っ た 。 シ ャ ト ル 織 機 用 筬 の 原 料 は 鉄 が 主 流 で あ り 、 兼 光 氏

は 溶 接 を 含 む 鉄 工 の 技 術 に も 長 け て い た 。 兼 光 氏 の 手 が け る 筬 は 産

地 で 評 判 と な り 、 今 治 で は 遅 れ て の 開 業 な が ら 多 く の タ オ ル メ ー カ

ー と 取 引 す る よ う に な っ た 。 こ う し て 、 創 業 以 来 、 平 和 金 筬 製 作 所

は 産 地 内 取 引 に 特 化 し 、 タ オ ル 専 門 の 筬 メ ー カ ー と し て 産 地 の 発 展

に 貢 献 し た 。  

 

 

現 在 も 稼 働 し て い る 亀 田 鉄 工 所 の 機 械  

 

ilis
ノート注釈
平和金筬製作所の創業年について、今治商工会議所編『昭和61年度版 会員・特定商工業者名簿』（今治商工会議所、1986年5月発行）では「1959年」となっているが、今治市・今治商工会議所編『1970年版 今治商工名鑑』（今治商工会議所、1970年8月発行では「1961年」となっている。資料によって記載内容が異なっており断言はできないが、豊田洋子氏の話と重ね合わせると、「1959年」が正しいとおもわれる。

ilis
ノート注釈
大阪市東淀川区にあった筬の機械を専門に製造するメーカー。おもに綿用・絹用の金筬機を生産していた（紡織雑誌社編『紡織要覧』昭和13年度、36頁）。創業者の亀田義一は1939年に特許（特許133979号）を取得している（加藤忠一『金筬および筬屋』ブイツーソリューション、2007年）。
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 平 和 金 筬 製 作 所 の 創 業 は 、 今 治 が 泉 州 と 並 ん で 日 本 を 代 表 す る タ

オ ル 産 地 に 成 長 を 遂 げ た 高 度 成 長 期 で あ る 。 今 治 で は 、 第 一 次 石 油

シ ョ ッ ク を へ て 安 定 成 長 期 に 入 っ た 1 9 7 6 年 に 、タ オ ル メ ー カ ー が

5 0 2 社 と な り 、ピ ー ク を 迎 え た 。こ れ だ け の タ オ ル メ ー カ ー が 今 治

市 周 辺 地 域 に 集 ま り 、 ほ ぼ 毎 日 、 二 交 代 ・ 三 交 代 制 で シ ャ ト ル 織 機

が 稼 働 し て い た 時 代 で あ る 。 筬 メ ー カ ー は ど こ も 、 猫 の 手 も 借 り た

い ほ ど 忙 し か っ た 。  

今 治 の 筬 製 作 に お い て ひ と つ の 転 機 と な っ た の は 、 19 80 年 代 の

革 新 織 機 の 登 場 で あ る 。 図 1 と 図 2 は 、 今 治 タ オ ル 工 業 組 合 統 計

「 企 業 数 、 織 機 台 数 、 革 新 織 機 台 数 、 従 業 員 数 、 綿 糸 引 渡 数 量 、 生

産 量 、 輸 出 ・ 輸 入 数 量 の 推 移 」 か ら 引 用 し た 1 9 75〜 1 9 9 9 年 の 革

新 織 機 の 普 及 状 況 で あ る 。 同 統 計 に よ る と 、 197 2 年 に 革 新 織 機 を

導 入 し た 企 業 は 1 社 の み だ が 、1 9 7 5 年 か ら そ の 数 は 増 加 し て い く 。 

 

図 1   今 治 タ オ ル に お け る 革 新 織 機 導 入 企 業 の 推 移 （ ％ ）  

 

 

図 1 か ら 革 新 織 機 を 導 入 し た タ オ ル メ ー カ ー の 割 合 を 参 照 す る

と 、 1 9 8 0 年 代 に 入 っ て 二 桁 台 に 突 入 し 1 9 8 5 年 に 2 4 . 3%と な っ

た 。そ の 後 も 増 え つ づ け 、1 9 91 年 に は 5 0 . 1 %と な り 、今 治 の 約 半
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数 の タ オ ル メ ー カ ー が 革 新 織 機 を 導 入 し た 。 1 9 9 5 年 が 統 計 上 の 最

後 の 年 と な る が 、こ の 年 の 導 入 企 業 の 割 合 は 6 7 . 3 %に 上 っ た 。今 治

の タ オ ル 生 産 量 の ピ ー ク が 1 9 8 9 年 の 5 0 , 3 8 3 ト ン で あ り 、そ の 後

減 少 に 転 じ る が 、 革 新 織 機 の 普 及 率 は 上 昇 し て い く 。  

 

 

図 2   今 治 タ オ ル に お け る 革 新 織 機 占 有 率 の 推 移 （ ％ ）  

 

注 ： 企 業 数 は 組 合 員 ・ 非 組 合 員 を 含 む 。  

出 典 ： 図 1、図 2 と も 、今 治 タ オ ル 工 業 組 合「 タ オ ル デ ー タ ： 企 業 数 、織 機 台 数 、

革 新 織 機 台 数 、 従 業 員 数 、 綿 糸 引 渡 数 量 、 生 産 量 、 輸 出 ・ 輸 入 数 量 の 推 移 」 よ り 作

成 。  

 

 図 2 か ら 今 治 タ オ ル に お け る 全 織 機 に 占 め る 革 新 織 機 の 割 合 の 推

移 を み る と 、 二 桁 台 に な る の は 1 98 6 年 の 1 1 . 0%で あ る 。 そ の 後

も 増 加 す る が 、 1 9 91 年 で 2 4 . 2%、 1 9 9 5 年 で 39 . 3%、 1 9 9 9 年

に お い て も 4 5 . 7 %で あ り 、導 入 企 業 の 割 合 よ り も 遅 い ペ ー ス で あ る 。

つ ま り 、 革 新 織 機 の 導 入 は 、 コ ス ト 面 を 考 え る と 一 気 に 進 ん だ わ け

で は な い 。  
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革 新 織 機 の メ リ ッ ト は 高 い 生 産 性 と 多 色 使 い に あ る が 、 シ ャ ト ル

織 機 よ り も コ ス ト は か な り 高 い 。 革 新 織 機 は 一 台 数 千 万 円 す る 大 型

設 備 で あ り 、 革 新 織 機 用 の 大 型 整 経 機 も 整 備 し な け れ ば な ら な い 。

そ の た め 、 シ ャ ト ル 織 機 か ら 革 新 織 機 へ の 移 行 は 、 零 細 規 模 の タ オ

ル メ ー カ ー に と っ て か な り の 負 担 を 強 い る も の で あ り 、 199 0 年 代

以 降 の タ オ ル 不 況 に と も な い 廃 業 し た と こ ろ も 少 な か ら ず あ る 。  

 筬 メ ー カ ー に と っ て 革 新 織 機 の 登 場 は 新 た な 商 機 で あ っ た が 、 従

来 の シ ャ ト ル 織 機 と 革 新 織 機 で は 筬 の 素 材 や 大 き さ 、 生 産 工 程 、 生

産 工 程 で 使 う 材 料 も 違 う た め 、 新 し い 知 識 や 技 術 の 修 得 の み な ら ず

機 械 も 整 備 す る 必 要 が あ っ た 。 兼 光 氏 は 、 198 0 年 代 後 半 頃 か ら 革

新 織 機 が こ れ か ら 今 治 に も 普 及 す る で あ ろ う と 判 断 し 、 エ ア ー ジ ェ

ッ ト 式 を 除 く 革 新 織 機 に 対 応 し た 環 境 を 整 え た 。 平 和 金 筬 製 作 所 で

は 、 産 地 で シ ャ ト ル 織 機 か ら 革 新 織 機 へ の 移 行 が ほ ぼ 落 ち 着 く

2 0 0 0 年 頃 ま で 、 筬 需 要 の 増 加 に よ る 繁 忙 期 は つ づ い た 。  

 兼 光 氏 の 次 女・洋 子 氏 が 平 和 金 筬 製 作 所 に 入 社 し た の は 1 9 9 0 年

で あ り 、 そ れ か ら お よ そ 1 0 年 間 、 多 忙 を 極 め る な か で 洋 子 氏 は 父

親 の モ ノ づ く り を 側 で 支 え な が ら 技 術 を 学 ん だ 。 200 0 年 代 に な る

と 、 今 治 タ オ ル の 低 迷 が 平 和 金 筬 製 作 所 で も 実 感 で き る よ う に な っ

た 。 先 の 今 治 タ オ ル 工 業 組 合 「 企 業 数 、 織 機 台 数 、 革 新 織 機 台 数 、

従 業 員 数 、 綿 糸 引 渡 数 量 、 生 産 量 、 輸 出 ・ 輸 入 数 量 の 推 移 」 の 数 値

を 引 用 す る と 、タ オ ル メ ー カ ー は 19 97 年 に ピ ー ク 時 の 約 半 分 と な

る 2 5 0 社 へ 減 少 し 、2 0 0 2 年 に は 19 9 社 と な り 2 00 社 を 切 っ た 。

そ の 後 も 縮 小 の 一 途 を 辿 る が 、 200 6 年 に ス タ ー ト し た J A P A N ブ

ラ ン ド 育 成 支 援 事 業 に よ る 成 果 が 20 09 年 頃 よ り 表 れ は じ め 、タ オ

ル 生 産 量 に お い て 若 干 回 復 の 兆 し を み せ た 。 そ の 矢 先 、 平 和 金 筬 製

作 所 の 創 業 者 で あ る 兼 光 氏 は 2 0 1 2 年 4 月 に 永 眠 し 、そ の 後 洋 子 氏

が 事 業 を 継 承 し て 現 在 に 至 っ て い る 。  

 

父と母の「 二人三脚経営 」  
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 平 和 金 筬 製 作 所 の 実 質 の マ

ネ ジ メ ン ト を 担 っ た の は 、兼 光

氏 の 妻・光 子 氏 で あ る 。社 交 的

で あ っ た 光 子 氏 は 、寡 黙 だ っ た

兼 光 氏 に 代 わ り 外 部 と の 交 渉

を 一 手 に 担 い 、ま た 資 金 繰 り な

ど の 財 政 面 で も し っ か り と 支

え た 。  

洋 子 氏 は 、「 母 親 は し っ か り

者 で 、父 親 が 仕 事 に 没 頭 で き た

の は 母 親 の 存 在 が 大 き か っ た 」

と お も っ て い る 。さ ら に 言 え ば 、

父 親 だ け で な く 家 族 へ の 配 慮

も 怠 ら な か っ た 。家 業 に 忙 し い

毎 日 で も 家 族 の 時 間 を 大 切 に

し 、と く に 朝 食 と 夕 食 は 家 族 揃

っ て 必 ず 一 緒 に 食 べ て い た 。  

（ 次 号 に つ づ く ）  

 

 

 

 

 

 

幼 い 長 女 を 抱 く 光 子 氏  


